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11　モーターボート競走事業決算

収益　575億 946万7,130円
費用　568億 873万3,318円

施設のリニューアルと場外発売場の設置拡大
　平成 25 年度に着工した新スタンド建設工事が竣工
し、平成 27 年３月 28 日に新装オープンしました。工
事期間中は仮設スタンドでの営業となったため、ＧⅡ
以上のグレードレースは、ＧⅠ開設 62 周年記念競走
とＧⅡモーターボート誕生祭のみの開催でしたが、電
話投票及び協力場売上の拡大と新設されたＧⅢウエス
タンヤング競走の売上好調などにより、本場レースの
売上は前年度を上回る結果となりました。
　また、場外発売場の設置拡大にも積極的に取り組み、
新規４カ所について、由布市、佐々町、鹿島市及び松
浦市とそれぞれ行政協定を締結しました。

04　介護保険事業特別会計

保険事業勘定（保険給付）　
　歳入決算額　58億2,185万3,211円
　歳出決算額　57億6,909万6,746円
介護サービス事業勘定（ケアプラン作成）
　歳入歳出決算額　4,632万7,204円

着実に進む高齢化と介護サービス利用者の増加

　本市においても、着実に高齢化が進んでいます。ま

た、65 歳以上の被保険者の要介護・要支援認定者数は、

前年度から 143 人増の 3,495 人となっています。サー

ビス形態別の利用状況については、居宅介護サービス

や地域密着型サービスの利用者数が増加しています。

05　病院事業決算

収益　4億6,248万3,146円
費用　1億7,926万1,670円

新病院建設に向け実施設計を行う

　収益的収入については、新会計基準の適用により、

前年度と比較して増加しています。

　収益的支出については、給与費や修繕費の減などの

要因により、前年度と比較して減少しています。

　また、新病院建設に向け、前年度に実施した基本設

計に基づき、実施設計を行いました。

06　簡易水道事業特別会計
歳入歳出決算額　4億9,985万8,162円

07　水道事業決算
収益　18億6,174万4,632円
費用　17億7,688万 532円

08　工業用水道事業決算
収益　2億1,173万　693円
費用　2億5,726万6,248円

09　下水道事業決算
収益　32億7,953万9,926円
費用　28億 437万1,911円

10　農業集落排水事業決算

収益　4億4,602万1,904円
費用　4億 24万8,043円

水道・下水道・農業集落排水事業は純利益を確保
　水道・下水道・農業集落排水事業は、純利益が生じ

ています。また、これら３事業会計においては、新会

計基準適用に伴う移行措置のため、平成 26 年度に限っ

て、現金を伴わない会計上の収益が生じています。こ

れにより、累積欠損金が解消され、利益余剰金が生じ

ています。

　なお、それぞれの事業で生じた利益余剰金について

は、議会において各事業の資本に組み入れることが可

決されました。


